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生
活
習
慣
病
と
は
、偏
っ
た
食
事
や
運

動
不
足
、過
度
の
飲
酒
、喫
煙
、ス
ト
レ
ス

な
ど
不
健
康
な
生
活
習
慣
が
原
因
で
発
症

リ
ス
ク
が
高
ま
る
疾
患
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
は
、死
亡
原
因
の
約
52
パ
ー
セ

ン
ト
を
が
ん
、心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
が
占

め
て
い
ま
す
。こ
の
三
大
疾
病
を
招
く
危

険
性
を
高
め
る
の
が「
肥
満
」「
高
血
圧
」

「
糖
尿
病
」な
ど
で
す
。肥
満
は
大
人
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、市
内
小
学
５
年
男
子

の
肥
満
割
合
は
22
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
で
、県

平
均
と
比
較
し
１
・
５
倍
と
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
の
時
か
ら
の
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
状
況
と
言
え
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
怖
さ
は
、自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、体
の
中
で
は
動
脈
硬
化

な
ど
が
静
か
に
進
行
し
て
い
く
こ
と
で

す
。そ
の
ま
ま
病
気
に
気
付
か
な
い
で
い

る
と
、あ
る
日
突
然
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

な
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
、重
症
化
す
る
と
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
死
亡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、自
ら
の
食
生
活
習
慣
を
振
り

返
る
機
会
と
し
て
、特
定
健
診
時
に
尿
ナ

ト
カ
リ
比
を
測
定
し
て
い
ま
す
。尿
ナ
ト

カ
リ
比
は
塩
分
と
野
菜
の
摂
取
バ
ラ
ン
ス

を
表
す
指
標
で
、食
塩
に
含
ま
れ
る
ナ
ト

リ
ウ
ム
は
血
圧
を
上
げ
、野
菜
や
果
物
な

ど
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
排
出
し
血
圧
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。こ
の
値
は
低
い
ほ
ど
良
好
と
さ
れ
て

お
り
、取
り
組
み
を
開
始
し
た
２
０
１
７

年
か
ら
21
年
ま
で
の
５
年
間
、継
続
し
て

受
診
し
た
測
定
者
８
千
３
３
０
人
の
ナ
ト

カ
リ
比
の
値
は
男
女
と
も
低
下
し
、測
定

後
の
住
民
の
食
行
動
に
変
化
が
見
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、収
縮
期
血
圧
は
、取
り
組
み

を
始
め
て
か
ら
３
年
間
は
低
下
し
ま
し
た

が
20
、21
年
に
お
い
て
は
あ
ま
り
変
化
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
は
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
生
活
習
慣
の
変
化
な
ど
が
影
響

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

生
活
習
慣
病
は
予
防
で
き
る
病
気
で

す
。バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、運
動
不
足
の

解
消
、禁
煙
な
ど
普
段
の
生
活
の
中
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
あ
の
時
に
改
善
し
て
い
れ
ば
」と
後
悔

し
な
い
た
め
に
も
、検
診
は
毎
年
受
け
、自

分
の
健
康
状
態
を
き
ち
ん
と
確
認
し
、改

善
が
必
要
な
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
部
健
康
推

進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
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ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

　

健
康
づ
く
り

ウィズコロナ時代の健康づくり

□
20
歳
時
よ
り
体
重
が
10
㌔
以
上
増
え
た

□
歯
磨
き
は
１
日
１
回
以
下

□
タ
バ
コ
を
吸
う

□
お
酒
は
１
回
２
本
以
上
、週
５
日
以
上

　
　□

座
っ
て
い
る
時
間
が
１
日
10
時
間
以
上

□
睡
眠
が
５
時
間
以
下
、９
時
間
以
上

□
し
ば
し
ば
孤
独
を
感
じ
る

□
人
と
話
す
こ
と
が
少
な
い

□
３
年
以
上
健
診
を
受
け
て
い
な
い

□
安
静
時
心
拍
数
が
毎
分
90
回
以
上

□
食
事
を
抜
い
た
り
、時
刻
が
ま
ち
ま
ち

□
一
人
で
の
食
事
が
１
日
２
回
以
上

□
早
食
い
で
あ
る

□
１
日
の
野
菜
の
摂
取
量
が
少
な
い

□
塩
分
が
多
い
味
付
け
が
好
み
で
あ
る

□
好
き
な
食
べ
物
に
偏
る

□
甘
い
飲
み
物
を
１
日
４
回
以
上
飲
む

□
１
週
間
の
運
動
が
60
分
以
下

□
１
日
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
60
分
以
下

□
休
日
は
外
出
す
る
こ
と
が
少
な
い
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　コロナ禍の影響により外出を控え
る人が増え、運動不足になりがちな
今、筋力や体力の低下が免疫力の低
下にもつながります。こんな時代だ
からこそ、適度な運動を習慣付けて、
コロナに負けない健康な体をつくり
ましょう。
　肥満改善、関節痛の予防・解消、ス
トレス解消など、運動の目的は人そ
れぞれだと思います。具体的な目標
をイメージして、自分に合った運動
量や方法などを実行することが大切
です。また、家族や仲間と一緒に体を
動かすことも、モチベーションを維
持するのに効果絶大です。

　パティオでは、感染拡大防止措置
を徹底した上で、ウォーキングやエ
クササイズなどの各種スポーツ教室
を実施しています。また、「運動した
いけれどどんなことをしたらいいか
分からない」「健康に良いとわかって
いても継続できない」など、運動に関
する相談にも応じています。
　パティオは地域の皆さんの「健康
づくり・仲間づくり・生きがいづく
り」をお手伝いします。ぜひ、気軽に
お越しください。
問総合型地域スポーツクラブ「な
かだスポーツクラブ"パティオ"」
☎0220（34）4910

運動の楽しさを見つけることが
継続の第一歩

　食生活改善推進員は、健全な食生
活の実践を目指し、野菜摂取アップ、
地産地消、郷土料理や食文化の継承
など、食育を通して健康づくり活動
を行っています。
　現在、会員が集まってイベントに
参加したり、料理教室を開催したり
するのはまだ難しい時期ですが、市
民の皆さんが身近で気軽に取り組め
るような食の提案をしています。例
えば、しょうゆをたくさん使用して
しまう家庭では、ポン酢などに置き
換えることで減塩の工夫に、味噌汁
の野菜を３種類以上入れて具だくさ
んにすることで汁が減り自然と減塩

できるなど、普段の食生活の中で工
夫できることを伝えています。
　また、季節ごとに、ナトカリ（塩分
を減らし野菜や果物を多く摂取す
る）に配慮したレシピを考案して、道
の駅や公民館などで配布していま
す。栄養バランスに気を付けて作る
日々の家族の食事も、継続しなくて
は意味がありません。ナトカリレシ
ピは、台所にある食材で簡単に作れ
る時短レシピをたくさん紹介してい
ます。

ウィズコロナ時代の健康づくり

　

登
米
市
の
特
定
健
診
の
結
果
で

は
、例
年
受
診
者
の
３
割
弱
の
人

が
高
血
圧
で「
要
医
療
」判
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。高
血
圧
の
大
き

な
原
因
の
一
つ
と
し
て
、食
塩
の

取
り
過
ぎ
、野
菜
不
足
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。適
切
な
量
と
質
の

食
事
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
や

生
活
の
質
の
向
上
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。健
康
的
な
食
生

活
を
目
指
し
て
、で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
習
慣
は
、生
活
習
慣
病
の

予
防
に
効
果
的
で
、と
て
も
重
要

な
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

　

し
か
し「
健
康
の
た
め
に
体
を

動
か
そ
う
」と
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
た
も
の
の
、

三
日
坊
主
で
運
動
が
続
か
な
い
。

そ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

日
常
生
活
の
中
で
簡
単
に
実
践

で
き
る
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。無

理
を
せ
ず
、継
続
し
て
、楽
し
く
健

康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

「まだ健康だから大丈夫」では遅い
今も未来も健康でいるために

・・・
・・・
・・・
・・・

・・・
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　Interview

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、多
く
の
化

学
物
質
や
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。喫
煙
は
肺
が
ん
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

脳
卒
中
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の

循
環
器
疾
患
、呼
吸
器
疾
患
、さ
ら

に
糖
尿
病
や
妊
娠
周
産
期
の
異

常
、歯
周
病
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
場
合
、喫
煙
習
慣
の
あ
る

人
は
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
、受
動
喫
煙
に
さ
ら

さ
れ
る
周
り
に
い
る
人
に
も
喫
煙

者
と
同
じ
病
気
の
リ
ス
ク
や
健
康

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
妊
娠
中
の
喫
煙
や
受
動

喫
煙
は
、生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

が
低
出
生
体
重
児
と
な
る
リ
ス
ク

が
高
ま
る
ほ
か
、孫
世
代
も
喘
息

や
自
閉
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る

な
ど
、世
代
を
超
え
て
有
害
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
喫
煙

は
、喫
煙
者
本
人
や
周
囲
の
非
喫

煙
者
も
含
め
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

　

本
市
の
健
康
課
題
を
見
て
、皆

さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。危

機
感
を
覚
え
た
人
は
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

課
題
解
決
の
た
め
に
は
、一
人

一
人
が
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高

め
行
動
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
や
行
政
な
ど
の
協
働
に
よ
る

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。市
は「
元
気
と
め

食
育
21
計
画
」を
策
定
。「
健
康
寿

命
の
延
伸
」「
０
次
予
防
か
ら
の
健

康
推
進
」「
協
働
に
よ
る
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
・
食
育
の
推
進
」「
豊
か

な
食
の
継
承
」の
４
つ
を
基
本
方

針
に
掲
げ
、安
全
安
心
な
暮
ら
し

が
支
え
る
笑
顔
で
健
康
に「
い
き

る
」ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
り
、体
力
低
下
や
ス
ト

レ
ス
の
蓄
積
な
ど
体
や
心
の
健
康

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
変
化
し
、医
療
・
介
護

ニ
ー
ズ
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
し

な
が
ら
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
健
康
で
心
豊
か

に
、自
分
ら
し
く
過
ご
し
て
い
く

た
め
に
、生
活
習
慣
を
見
つ
め
直

し
ま
し
ょ
う
。

ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

を
引
き
起
こ
す
要
因
に
も
な
り
ま

す
。す
な
わ
ち
、「
メ
タ
ボ
対
策
」と

し
て
も
禁
煙
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

自
分
自
身
の
健
康
と
と
も
に
、

身
近
な
人
の
健
康
の
た
め
に
も
医

師
や
保
健
師
な
ど
に
相
談
し
な
が

ら
禁
煙
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

　

一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
医
療

機
関
で
の
治
療
に
は
保
険
が
適
用

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

ウィズコロナ時代の健康づくり
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令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、市

内
に
住
所
が
あ
り
、次
に
該
当
す

る
人
を
対
象
に
申
告
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

令
和
４
年
中
に
収
入
が
あ
り
、

➊
勤
務
先
か
ら
源
泉
徴
収
票
を
交

付
さ
れ
て
い
な
い
、勤
務
先
で
給

与
の
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
➋

事
業
所
得（
農
業
・
商
工
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
）、不
動
産
所
得
、そ

の
他
所
得（
配
当
所
得
・
雑
所
得
な

ど
）が
あ
っ
た
人

※
所
得
が
マ
イ
ナ
ス
だ
か
ら
と

い
っ
て
申
告
し
な
い
場
合
は
課
税

所
得
が
未
確
定
と
な
る
こ
と
か

ら
、後
日
、所
得
の
状
況
を
確
認
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
税
務
署（
青
色
申
告
者
、会
計
事

務
所
に
依
頼
す
る
人
を
含
む
）や

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）で
申
告
す
る
場
合

は
市
役
所
で
の
申
告
は
不
要
で
す

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、申
告
書
附
表
の
提
出
で
申

告
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

➊
収
入
が
全
く
無
か
っ
た（
他
市

町
村
に
い
る
家
族
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
な
ど
）
➋
収
入
が
障
害
者

年
金
、遺
族
年
金
、失
業
給
付
な
ど

の
非
課
税
所
得
の
み

※
申
告
書
附
表
は「
所
得
の
申
告

相
談
に
つ
い
て（
ご
案
内
）」に
添

付
し
て
い
ま
す
。必
要
な
項
目
を

記
入
し
、３
月
15
日（
水
）ま
で
に

各
申
告
会
場
か
各
総
合
支
所
市
民

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

➊
会
場
に
準
備
し
て
あ
る
申
告
相

談
受
付
票（
以
下
、受
付
票
）を
１

世
帯
に
つ
き
１
枚
記
入
➋
記
入
し

た
受
付
票
を
会
場
に
設
置
さ
れ
て

い
る
受
付
票
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入

れ
る
➌
番
号
札
を
受
け
取
る

※
番
号
札
に
記
載
さ
れ
た
指
定
時

間
の
10
分
前
ま
で
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い

※
受
け
付
け
で
き
る
の
は
当
日
の

申
告
分
で
す
。翌
日
以
降
の
予
約

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
番
号
札
に
記
載
の
あ
る
申
告
時

間
は
目
安
で
あ
り
、申
告
相
談
内

容
に
よ
り
時
間
が
前
後
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、税
務
署

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

➊
青
色
申
告
➋
過
年
分
の
申
告
➌

収
用
以
外
で
土
地
、建
物
な
ど
不

動
産
を
売
却
し
た
➍
上
場
株
式
や

先
物
取
引
所
得
が
あ
る
➎
繰
越
損

失
の
申
告
➏
雑
損
控
除
の
申
告
➐

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
る
➑
相
続
税
法
対
象
年
金

の
申
告
➒
利
子
所
得
の
申
告
➓
初

め
て
の
営
業
、不
動
産
の
申
告

令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
亡
く

な
っ
た
人
の
申
告総

務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

☎

　

☎

　

市
の
施
設
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、次
の
方
法
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

清
涼
飲
料
水
の

自
動
販
売
機（
災
害
救
援
対
応
型
）

※
酒
類
を
除
く

設
置
者
負
担

必
要
書
類（
要
領
、仕

様
書
な
ど
）を
担
当
課
窓
口
で
受

け
取
る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、募
集

内
容
を
確
認
の
上
、参
加
申
込
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
公
募
希
望
者
が
複
数
の
場
合
、

抽
選
で
設
置
者
を
決
定
し
ま
す

▶
▶

▶
▶ ▶

▶ ）
▶

▶

　

市
民
バ
ス
停
留
所
へ
の
広
告
掲

載
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。お
店

の
広
告
塔
と
し
て
活
用
く
だ
さ

い
。

事
業
所
や
事
務
所
店
舗
な

ど
が
あ
る
個
人
や
法
人

１
月
20
日（
金
）〜
３

月
１
日（
水
）申

込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
指
定
の
様
式
は
ま
ち
づ
く
り
推

進
部
市
民
協
働
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に

「
バ
ス
停
留
所
広
告
掲
載
申
込
」と

記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
広
告
の
制
作
、設
置
、撤
去
費
用

は
広
告
主
負
担
で
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地

域
づ
く
り
推
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

１
月
19
日（
木
）〜
２

月
９
日（
木
）

２
月
16
日（
木
）

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

市
は
、水
利
組
合
な
ど
で
管
理

す
る
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理

に
係
る
電
気
料
金
・
燃
料
費
な
ど

が
高
騰
し
、経
費
が
増
加
し
て
い

る
た
め
、施
設
維
持
管
理
費
用
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

農
業
水
利
施
設（
揚

水
機
場
な
ど
）

農
業
水
利
施
設
を
維
持

管
理
す
る
水
利
組
合
な
ど

※
個
人
以
外

令
和
４
年
度
分
の

維
持
管
理
に
係
る
電
気
料
金
・
燃

料
費
が
、令
和
３
年
度
と
比
較
し

増
加
し
た
経
費

対
象
事
業
費
の
２
分
の

１
以
内

２
月
17
日（
金
）

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
農
地
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９
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■
　病院における栄養管理室の役割は、患者の栄養状
態を確認し、改善が必要なのか、今より低下しないよ
うにするためにはどうすれば良いかを考え、水分や
必要栄養素などのバランスを調整し、治療の基礎と
なる食事や濃厚流動食の提供をしています。
　令和３年度には、腕や足、体幹などの部位別に、体
脂肪量や筋肉量、水分量などを測ることができる「体
組成計」を登米市民病院に導入。測定を希望する患者
や測定が必要とされた患者を測定し、その結果をも
とに栄養相談を行っています。退院後の自宅での食
事も大切なことから、外来で通院する患者の栄養相
談にも応じています。
　また、かんだり飲み込んだりすることが難しい患
者には、食事のやわらかさや形態を調整した「嚥

えん

下
げ

調
整食」の提供をしています。施設や他医療機関へ転院
する人には、栄養情報提供書を作成し、情報共有によ
りスムーズな転院などにつなげる、地域包括ケア体
制強化に取り組んでいます。

登米市民病院管理課
☎0220（22）5511

栄養管理室の紹介

　

市
と
農
業
委
員
会
は
、７
月
か

ら
活
動
で
き
る「
農
業
委
員
」と

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
」を

募
集
し
ま
す
。

◉

農
地
売
買
・
貸
借
に
よ
る

権
利
移
動
の
決
定
、農
地
転
用
許

可
の
審
議
や
会
議
な
ど
へ
の
出
席

農
業
の
識
見
を
持
ち
、

農
業
委
員
会
の
所
掌
す
る
事
項
な

ど
に
つ
い
て
、適
切
に
職
務
を
遂

行
で
き
る
人

24
人

令
和
５
年
７
月
24
日（
月
）

〜
令
和
８
年
７
月
23
日（
木
）

◉

農
地
所
有
者
な
ど
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
化
、遊
休
農
地
発
生

防
止
の
働
き
か
け
や
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
、会
議
へ
の
出
席
な
ど

農
地
な
ど
の
利
用
最
適

化
推
進
に
識
見
を
持
ち
、担
当
区

　

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

、豚
熱
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
の
発
生

予
防
・
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、家
畜

ま
た
は
家
き
ん
を
飼
っ
て
い
る
人

は
、飼
養
衛
生
管
理
状
況
な
ど
の

報
告
が
必
要
で
す
。

※
昨
年
度
報
告
し
た
人
に
は
、郵

送
な
ど
に
よ
り
別
途
連
絡
し
ま
す

※
報
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
や

不
適
切
に
飼
養
管
理
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、家
畜
保
健
衛
生
所
の
指

導
の
対
象
に
な
り
ま
す

次
の
家
畜
ま
た
は
家
き

ん
を
１
頭（
羽
）で
も
飼
っ
て
い
る

人（
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
て
い
る

人
も
対
象
で
す
）▼
家
畜
＝
牛
、

豚
、馬
、綿
羊
、ヤ
ギ
▼
家
き
ん
＝

ニ
ワ
ト
リ
、ア
ヒ
ル
、ウ
ズ
ラ
、キ

ジ
、ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、シ
チ
メ
ン

チ
ョ
ウ
、ダ
チ
ョ
ウ

２
月
17
日（
金
）

▼
産
業
経
済
部
農

政
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

域
内
で
現
場
活
動
が
で
き
る
人

30
人

委
嘱
日
〜
令
和
８
年
７
月

23
日（
木
）

◉

推
薦（
団
体
ま
た
は

農
業
者
な
ど
３
人
以
上
の
連
名
に

よ
る
推
薦
）ま
た
は
本
人
の
応
募
。

規
定
様
式
と
必
要
書
類
を
添
え
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い

１
月
24
日（
火
）〜
２

月
22
日（
水
）

月
額
４
万
６
千
円

農
業

委
員
会
事
務
局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

▼
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所（
防

疫
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
３
９
５

◉
　子宮頸がん予防ワクチンは、子宮頸がんの主な原因とされ
るヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を予防するワクチ
ンです。２価ワクチンと４価ワクチンの２種類が定期接種の
対象となっていますが、令和５年４月から新たに９価ワクチ
ンも定期接種の対象になります。小学６年から高校１年相当
までの女性などの定期接種の対象で未接種の人は、接種に
ついて検討ください。
◉
　昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性
を対象とした風しんの抗体検査・予防接種について、未受
検者・未接種者の人に令和４年４月にクーポン券を発送
しています。クーポン券の有効期限を令和６年３月まで
延長します。なお、お手持ちのクーポン券はそのまま利用
できます。

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎0220（58）2116
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Good health is a great blessing

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

２
月
20
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ（
精
神
保
健

福
祉
士
・
公
認
心
理
師
）

◉

無
料（
要
電
話
予
約
）石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

◉
　

同
じ
気
持
ち
を
持
つ
お
母
さ
ん

同
士
、妊
娠
中
の
こ
と
、出
産
や
育

児
の
こ
と
に
つ
い
て
、み
ん
な
で

ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
月
14
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

子
ど
も
の
口
の
手
入
れ
、

母
乳
の
話

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、地

域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
見
守
り
、寄
り
添
い
、支
え

合
え
る
よ
う
に
応
援
す
る「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
講

座
を
開
き
ま
す
。

２
月
15
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

２
月
８
日（
水
）

米
山
・
南
方
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
開
き
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬
物

な
ど
依
存
症
の
問
題
で
悩
ん
で
い

る
人
の
家
族

２
月
１
日（
水
）午
後
１
時

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
教
室
で
す
。パ
パ
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
の
経
過
、妊

娠
中
の
過
ご
し
方
、妊
娠
期
の
食

事
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、マ
タ
ニ

テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ

２
月
16
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、助
産
師
が
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。

２
月
21
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊌

㊋

㊌

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

◉
　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、急
激

な
温
度
差
に
よ
り
血
圧
が
大
き
く

変
動
す
る
こ
と
で
、失
神
し
た
り

心
筋
梗
塞
と
い
っ
た
血
管
の
病
気

な
ど
を
引
き
起
こ
し
身
体
へ
悪
い

影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

➊
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴

室
を
暖
め
る
➋
湯
温
は
41
度
以

下
、湯
船
に
漬
か
る
時
間
は
10
分

を
目
安
に
➌
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち

上
が
ら
な
い
➍
食
後
す
ぐ
に
入
浴

し
な
い
➎
入
浴
す
る
前
に
同
居
者

に
一
声
掛
け
る
➏
身
体
に
負
担
を

か
け
な
い
用
具（
温
浴
シ
ャ
ワ
ー
）

を
使
う

高
齢
者
本
人
が
注
意
す

る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、家
族
み

ん
な
で
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
予
防
対

策
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
住
ま
い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

㊐
☎ ☎

㊏
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111
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　佐沼商店会連合会による「とめまちゼミ」が３年ぶり
に開かれました。ゼミは各商店の店員さんが講師とな
り、美容や健康、ファッションなど、さまざまな分野の
講座を提供。12月15日は、迫にぎわいセンターで、楽器
に見立てたスコップを栓抜きでたたいて演奏する「ス
コップ三味線体験」（講師：若葉舞

まい

氏）が行われました。
　初めてスコップ三味線を弾いた木村幸

ゆき

江
え

さん（53）＝
石越町駅前＝は「高齢者施設に勤めており、利用者さん
に披露する一芸を身に付けたいと思っていました。練
習を続けて、施設の行事で利用者さんを楽しませたい
ですね」と笑みを浮かべました。

参加者たちは、スコップの構え方やたたき方などの基礎を教わ
り、音楽とリズムに合わせて演奏に挑戦しました。

石碑には千本桜の紹介と地区住民の手による植栽や地区の人た
ちが桜を守ってきた歴史が刻まれています。

　「みなみかた千本桜の石碑建立」（みなみかたさくら
ロード実行委員会主催、佐々木弘

ひろ

喜
よ し

会長）が12月15日、
南方町新大袋浦地内で行われました。
　みなみかた千本桜は、高石地区から南大畑地区に至
る堤防敷約７㌔に及ぶ桜並木。開花の季節になると多
くの人たちが訪れ桜を楽しんでいます。桜の木は、1969
年に高石商店会会員が植栽したのが始まり。その後、地
区住民の手により植栽を続け現在の姿となりました。
佐々木会長は「千本桜のいわれはなかなか知られてい
ない。石碑を建立したことにより、先人の功労を後世に
伝えることができます」と話しました。

竹に開けた穴から漏れ出る光が幽玄な竹あかりと、ペットボト
ルで作ったクリスマスツリーの優しい明かりが輝きました。

　 「竹あかりイルミネーション2022」（上沼コミュニテ
ィ運営協議会主催、千葉博

ひろ

幸
ゆ き

会長）が12月３～27日、上
沼ふれあいセンターで開かれました。
　３年前から始めたイルミネーションは、竹やペット
ボトルなど地域の廃材を使って作製。地域の皆さんで
アイディアを出し合い設置しています。初日の点灯式
には大勢の地域住民が訪れてカウントダウンを行いま
した。佐藤健

たけ

美
よ し

さん（69）＝中田町弥勒寺南＝は「伐採し
た竹などを捨てずに活用できないかとゼロから始めた
活動で、地域の仲間との関係がより深まった。これから
も地域行事として定着させていきたい」と話しました。

　南方小６年による「南方の未来発表会」が12月６日、
南方農村環境改善センターで開かれました。
　この事業は、児童たちに発表の場を体験してもらお
うと、南方小と南方公民館の共催により初めて実施。発
表会では、６年児童32人がグループに分かれて、本格的
なプレゼンテーションにチャレンジ。児童たちは、千本
桜や牛肉など地域の魅力を発信するイベントや、空き
家や農業後継者不足の問題に取り組む提案などを堂々
と発表しました。相原奏

かなで

さん（６年）は「聞く人に伝わる
ように頑張りました。自分たちの考えたアイディアが
一つでも採用されたらうれしい」と話しました。

会場には５年の児童と、地域住民約30人が来場し、発表者の思
いや考えに熱心に耳を傾けていました。

参加者の皆さんは、新しい図書館に望むことを付箋に書き出し、
グループごとに発表しました。

　「登米市の新しい図書館を考える講演会及びワーク
ショップ」が12月17日、中田農村環境改善センターと中
田保健福祉会館で開かれました。
　第１部の講演会は、元秋田県立図書館副館長の山崎
博
ひろ

樹
き

氏の基調講演と名取市図書館館長の柴崎悦
えつ

子
こ

氏の
事例発表があり、市民ら約80人が来聴。第２部のワー
クショップでは、約30人の参加者が６グループに分か
れ、「みんなで考える新しい登米市の図書館」をテーマ
に新図書館のイメージなどについて話し合い、「にぎや
かで、明るく、楽しい図書館」や「子供が好きになる図書
館」などを望む意見が出されました。

手作りキャンドルには、来年への願いや絵が描かれたものもあ
り、来場者は温かな火の揺らぎを撮影していました。

　「燈火」は12月26日、長沼フートピア公園で開かれ、
450個の手作りキャンドルに火がともされました。
　同イベントは、昨年３月の地震で被災したオランダ
風車の復興を願うとともに、希望に満ちた新たな年へ
の願いを込めて企画。当日は参加者によるキャンドル
の飾り付けや、風車のライトアップ点灯式が行われ、多
くの人が訪れました。来場者は通路に並べられたキャ
ンドルに足元を照らされ、幻想的な雰囲気を満喫して
いました。中井惠

え

美
み

子
こ

さん（74）＝東京都文京区＝は、
「温かな光を背景に、孫と一緒に良い写真を撮ることが
できました」と話しました。

ともし び
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Dream
Monthly Hot Communication

Monthly Hot Communication

Child

2021年1月25日生まれ
登米町・我津郷
翔さんの次女

元気いっぱいな末っ子。
何事にもチャレンジし
てすくすく大きく育っ
てね。

夢をかなえるために
　私は将来、小学校の先生になりたいです。私
のおじいちゃんとおばあちゃんは、学校の先生
でした。だから、私が分からないことがあると、
いつも二人が分かりやすく教えてくれます。そ
んなおじいちゃんとおばあちゃんを見ている
と、かっこ良くて、私もおじいちゃんやおばあ
ちゃんみたいに、人にいろいろなことを教え
られたらいいなと思うようになりました。それ
で、私は、おじいちゃんやおばあちゃんのよう
に、将来、小学校の先生になりたいと思ってい
ます。
　私は、何でもあきらめないで一生懸命取り
組んで、誰にでも優しくできる先生、子どもが
みんな楽しいと思える教室をつくれる先生に
なりたいです。そんな先生になるためには、今
のうちから人に優しくして思いやりの心を持
ち、分からないことや問題があったら考えた
り、調べたり、人に聞いたりして理解して、成
長していきたいと思っています。

ちゃん（１歳）

2020年11月5日生まれ
登米町・九日町
一希さんの次女

お姉ちゃんが大好き
な玲花。たくさん走り
回って食べて大きく
なってね。

ちゃん（２歳）

2021年6月16日生まれ
迫町・西舘
賢さんの次男

みんなから愛されてい
るわが家のアイドル。
たくさん笑って元気に
育ってね。

くん（１歳）

2021年12月17日生まれ
中田町・新町
旭さんの長女

小さく生まれたけど今
では平均より大きくむ
ちむちに。毎日癒やし
と幸せをありがとうね。

ちゃん（１歳）

Young

Monthly Hot Communication

Half Century
Monthly Hot Communication

仕事の関係で行った取引
先に事務員として働いていて、
いい人だなと思って声を掛けた
ことですね。

孫のお世話で沖縄県や新
潟県に二人で行ったことです。
ちょっとした旅行気分を味わい
つつ、かわいい孫のお世話をし
ながら遊んだことが印象に残っ
ています。

★
落ち着いていて優しい人

だよ。地域の人たちとも仲が良
くて社交的な人です。

何事にも一生懸命な人で
す。特に野球には一途ですね。

孫の成長を見守ることが
楽しみかな。コロナ禍で自粛し
ていた県外、海外の学生を対象
にした農家体験民泊の受け入れ
も再開していきたいです。

農業で子どもたちを支えたい

　161㌢でA型です。
　市内にある介護施設で介護事務をし

ています。幼い頃のおじいちゃんとおばあちゃん
と一緒に楽しく遊んだ思い出が心に残っていて、
高齢者の介護関係の仕事に興味を持ちました。現
在は、施設全体の事務と会計を担当しています。
始めは、職場の雰囲気や仕事がよく分からず戸惑
うことがありましたが、上司から分かりやすくア
ドバイスをもらい仕事を覚えることができてい
ます。

友人からは優しくて、真面目な性
格だとよく言われます。

特撮作品が好きで、映像を見たり、関
連グッズを集めたりしています。

家族や友人と買い物や映画を見に出
かけることが多いです。

　趣味や仕事など何事にも一
生懸命な人に心を引かれます。

家族や友人と温泉旅行
をしてみたいです。

　コロナの影響で、さまざ
まなイベントが少なくなっているので、コロナが
収まったら徐々にイベントが増えて、登米市全体
が盛り上がればいいなと思います。
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係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

迫
町
佐
沼
と
仙
北
鉄
道
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。仙
北
鉄
道
は
昭
和
43
年
ま
で

瀬
峰
町
か
ら
迫
町
佐
沼
を
経
由
し

登
米
町
ま
で
を
結
ん
だ
鉄
道
で

す
。佐
沼
の
発
展
と
住
民
の
営
み

を
支
え
た
こ
の
鉄
道
と
ま
ち
の
発

展
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
で
す
。

２
月
５
日（
日
）午
前
10
時

開
会（
資
料
展
示
は
午
前
９
時
か

　

第
15
回「
子
ど
も
た
ち
が
考
え

る
登
米
市
の
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
」へ
の
出
展
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、将
来
に
わ
た

り
住
み
続
け
た
い
と
思
う
市
の
未

来
の
姿
を
想
像
し
、自
由
な
発
想

で
壁
新
聞
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
感
性
、創
造
力
に
満
ち
た

作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
月
３
日（
金
）〜
19
日

（
日
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼

小
学
６
年
部
門

=

13
校
66
点
、小
学
５
年
部
門=

４
校
22
点

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

ら
）▼
第
１
部
＝
記
録
動
画
放
映

▼
第
２
部
＝
講
演
会

※
第
１
・
２
部
と
も
に
30
分
程
度

迫
公
民
館

後
藤
清き

よ

之し

氏

40
人

２
月
３
日（
金
）

参
加
者
に
は
仙
北
鉄
道

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
限
定
記
念
品

を
準
備
し
て
い
ま
す

迫
公

民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

会
計
年
度
任
用
職
員

▼
平
日
＝
午
後
０
時

45
分
〜
６
時
30
分
▼
土
曜
日
や
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
＝（
早
番
）

☎

▶

▶

☎

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時
15

分
、（
遅
番
）午
後
０
時
45
分
〜
６

時
30
分

※
利
用
児
童
の
状
況
に
よ
り
、勤

務
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

➊
指
導
員

＝
放
課
後
児
童
支
援
員
資
格（
次

に
該
当
す
る
人
は
、勤
務
し
な
が

ら
上
記
の
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
）▼
保
育
士
ま
た
は
社
会
福
祉

士
の
資
格
を
有
す
る
人
▼
幼
稚

園
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校

な
ど
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
人

▼
大
学
院
で
次
の
学
科
を
専
修
ま

た
は
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
人（
社
会
福
祉
学
、心
理

学
、教
育
学
、社
会
学
、芸
術
学
、体

育
学
）▼
高
等
学
校
卒
業
者
な
ど

で
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

に
類
似
す
る
事
業
ま
た
は
児
童
福

祉
事
業
に
２
年
以
上
従
事
し
た
人

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に

５
年
以
上
従
事
し
た
人
➋
準
指
導

員
＝
必
要
な
資
格
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。子
ど
も
が
好
き
な
人
、子
育

て
の
経
験
を
生
か
し
た
い
人
、児

童
の
健
全
育
成
に
協
力
し
た
い
人

は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い

➊
指
導
員
＝
月
額
11
万

４
９
２
５
円
〜
14
万
５
０
４
８
円

➋
準
指
導
員
＝
月
額
10
万
２
４
６
１

円
〜
11
万
６
７
８
０
円

※
勤
務
年
数
に
よ
る

総
務
部
人
事
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
で
配
布
し
て
い
る

会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、各
総
合

支
所
に
持
参
す
る
か
、総
務
部
人

事
課
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

総
務
部
人
事
課（
給

与
厚
生
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

◉

令
和
５
年
４
月
以
降
に

看
護
師
養
成
施
設
に
入
学
ま
た
は

在
学
し
、将
来
看
護
師
と
し
て
市

立
病
院
な
ど
に
勤
務
し
よ
う
と
す

る
人

８
人
程
度

月
額
10
万
円
以
内

貸
付
決
定
月
か
ら
、

看
護
師
養
成
施
設
を
卒
業
す
る
月

ま
で

※
看
護
師
養
成
施
設
の
修
学
年
数

を
限
度
と
し
ま
す

※
要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、償

還
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す

◉

看
護
師
奨
学
金
貸
付
対

象
者
の
う
ち
希
望
者

８
人
程
度

20
万
円
以
内

無
利
子
貸
し
付
け
と

し
、看
護
師
奨
学
金
貸
付
の
最
後

の
月
か
ら
10
年
以
内
に
償
還

※
償
還
免
除
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

◉

２
人

郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
書
類
は
医
療
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

書
類
審
査
、面
接
審

査（
４
月
予
定
）２

月
１
日（
水
）〜
３

月
31
日（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

医
療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
下
田
中
25

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

◉

Ｒ
Ｐ
Ａ（
パ
ソ
コ
ン

上
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
業
務
自
動
化
）の
入
門
的

内
容
お
よ
び
演
習

在
職
中
の
人
で
２
日
間

受
講
可
能
な
人10

人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

３
月
７
日（
火
）、８

日（
水
）／
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

50
分

石
巻
高
等
技
術
専
門
学
校

西
館
パ
ソ
コ
ン
室

２
月
22
日（
水
）

テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円

（
授
業
料
は
無
料
）

筆
記
用
具
、昼
食

◉

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
基

礎
的
な
事
務
処
理
技
能
と
簿
記
会

計
知
識
の
習
得

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

15
人

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
は
、中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

３
月
23
日（
木
）〜
６

月
21
日（
水
）

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
佐
沼
教
室

２
月
24
日（
金
）

３
月
６
日（
月
）

県
登
米
合
同
庁
舎

テ
キ
ス
ト
代
約
１
万
３
千

円（
授
業
料
は
無
料
）

◉

石
巻

高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

おすすめ
新生活用品
取り揃えました‼
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レ
ビ
な
ど
▼
茂
栗
地
区
会
＝
演

台
、両
面
脚
付
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

な
ど
▼
佐
沼
駅
前
区
自
治
会
＝

物
置
、エ
ア
コ
ン
な
ど
▼
大
形
行

政
区
＝
折
り
た
た
み
テ
ー
ブ
ル
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
チ
ェ
ア
な
ど

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

自
分
が
書
い
た
遺
言
書
を
法
務

局
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
務
局
が
預
か
る
こ
と
で
、紛
失

や
改
ざ
ん
な
ど
の
問
題
が
な
く
な

り
ま
す
。自
身
の
財
産
を
大
切
な

人
に
託
す
一
つ
の
方
法
と
し
て
遺

言
書
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

総
務
部
防
災
危
機
対

策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

東
日
本
大
震
災
や
平
成
27
年
９

月
２
日
以
降
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
自
然
災
害（
注
１
）に
よ

り
影
響
を
受
け
た
個
人
や
個
人
事

業
主
は
、「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災

者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

➊ ➋

☎

㊐

◉

☎

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊌

◉

☎

㊍
◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、事
前
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

予
約
は
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。予
約
を
す
る
際
は
、基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手

帳
、基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、年
金

証
書
な
ど
）を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予
約
相

談
」を
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、電
話

で
の
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

】

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

※
全
国
共
通
の
予
約
専
用
受
付
電

話▼
年
金
相
談
関
係

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
年
金
加
入
関
係

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
）か
ら
送
ら

れ
る
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、確
実
に
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た

め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
と

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
情
報

伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。災
害

発
生
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
放
送
で

は
、音
量
調
整
つ
ま
み
の
設
定
に

か
か
わ
ら
ず
最
大
音
量
で
放
送
さ

れ
、音
量
調
整
が
で
き
ま
せ
ん

２
月
15
日（
水
）午
前
11
時

ラ
イ
ン
」に
よ
り
、住
宅
ロ
ー
ン
な

ど
の
免
除
・
減
額（
注
２
）を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
１
）令
和
４
年
福
島
県
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
、令
和
元
年
台
風

第
19
号
に
伴
う
災
害
な
ど
が
該
当

し
ま
す

（
注
２
）債
務
の
免
除
な
ど
に
は
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
や
借

入
先
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す

▼
弁
護
士
な
ど
の
登
録

支
援
専
門
家
に
よ
る
手
続
き
の
支

援
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
▼
財

産
の
一
部
を
手
元
に
残
せ
ま
す

（
被
災
状
況
、生
活
状
況
な
ど
の
個

別
事
情
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）▼

債
務
整
理
し
た
こ
と
は
個
人
信
用

情
報
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん

詳
し
く
は
、ロ
ー

ン
借
入
先
の
金
融
機
関
な
ど
に
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、運
営
機

関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

行
政
区
や
町
内
会
な
ど
の
団
体

が「
令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成
事
業
）」

で
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
の

事
業
は
、自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
受
託
収
入
を
財
源
に
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
の
健
全
な

発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

◉▼
長
根
区
＝
エ
ア
コ
ン
、液
晶
テ

下田中53番地8 0220-23-8688

10
分

※
毎
月
日
曜
日
、計
21
回

※
休
校
日
＝
８
月
13
日（
日
）

県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー

13
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考

２
月
21
日（
火
）〜
３

月
15
日（
水
）必
着

教
材
、実
習
費
約
９
千
円

（
受
講
料
無
料
）講

習
名
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無（
年

齢
）を
記
入
し
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い県

母

子
福
祉
連
合
会（
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
９
８
３
―
０
８
３
２
／
仙
台
市

宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
―
３

☎

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
自
宅
で
学
べ
る
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
卒
業
し
た

い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
10
〜
90
代
の
幅

広
い
年
代
、職
業
の
人
が
学
ん
で

い
ま
す
。心
理
学
、福
祉
、経
済
な

ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

※
資
料
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い▼

第
１
回
＝
２
月
28

日（
火
）ま
で
▼
第
２
回
＝
３
月
１

日（
水
）〜
14
日（
火
）

放
送

大
学
宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
２
４
）０
６
５
１

　

介
護
関
係
の
就
業
を
目
指
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、全
日
程

受
講
で
き
る
人

３
歳
〜
小
学
３
年（
託
児

料
無
料
）４

月
９
日（
日
）〜
９
月
24

日（
日
）／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
＝
国
か
ら
配
信
さ
れ
る
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中
央
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー（
よ
つ
葉
ハ
ウ
ス
）で
は
、

毎
月
１
回
、自
主
制
作
品
の
販
売

会
を
開
い
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

１
月
27
日（
金
）、２
月
28

日（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

登
米
市
中
央
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）

 

０
２
２
２

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）

 

５
５
５
２

　

職
業
能
力
開
発
大
学
校
な
ど
の

「
も
の
づ
く
り
教
育
訓
練
」に
係
る

成
果
物
を
発
表
し
ま
す
。

２
月
17
日（
金
）午
前
９
時

　
「
み
や
マ
リ
！
」は
結
婚
を
希
望

す
る
独
身
男
女
を
支
援
す
る
た

め
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
使
っ
た

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
ま
す
。出
張
登
録
・
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

２
月
25
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

迫
公
民
館
２
階
大
会
議
室

20
〜
49
歳
の
県
内
在
住
・

在
勤
、ま
た
は
将
来
的
に
宮
城
県

へ
移
住
予
定
の
独
身
男
女

１
万
１
千
円（
２

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
浅
水
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
➋
北
方
公
民
館

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

２
月
24
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

及
川
毅つ

よ
し（

弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、消
費
生
活

に
関
す
る
問
題
の
解
決
や
未
然
防

止
の
た
め
、専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
ま
た
は
来
訪
相
談

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

➊
２
月
14
日（
火
）➋
28
日

２
月
28
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
に
関

年
間
有
効
）

２

月
28
日（
火
）ま
で
は
、20
歳
代
の

男
女（
実
施
期
間
中
に
誕
生
日
を

迎
え
、30
歳
に
な
る
人
も
対
象
）の

人
は
登
録
料
が
半
額
に
な
り
ま
す

「
み
や
マ
リ
！
」公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
会
申
し
込

み
と
来
所
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

相
談
会
に
は
次
の
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
➊
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）
➋
独
身
証
明
書
ま
た
は
戸

籍
抄
本
➌
収
入
証
明
書（
令
和
４

年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
令
和
４

年
度
所
得
証
明
書
な
ど
）

み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
９
７
）３
０
８
３

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和4年12月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,682 9,521 9,996 19,517 （▲29）

登米 1,735 2,135 2,306 4,441 （▲8）

東和 2,234 2,792 2,848 5,640 （▲10）

中田 5,283 7,461 7,712 15,173 （▲20）

豊里 2,134 3,058 3,104 6,162 （▲3）

米山 2,810 4,154 4,242 8,396 （▲33）

石越 1,525 2,209 2,196 4,405 （▲9）

南方 2,717 3,968 4,148 8,116 （▲6）

津山 1,117 1,401 1,544 2,945 （▲6）

合計 27,237 36,699 38,096 74,795 （▲124）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　特に早朝と夕方は路面が凍結している恐れがあります。心
と時間に余裕を持ち、スピードは控えめにしましょう。
「１割のスピードダウン・２倍の車間距離・３分早めの出発」

（令和4年12月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ４ Ｒ３ 増減数

人身事故
発生件数 104件 95件 ９件

死者数 １人 2人 ▲1人

負傷者数 122人 98人 24人

物損事故
発生件数 1,222件 1,362件 ▲140件

※Ｒ4年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

火

令和4年
累計

前年同月

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

　

市
は
、東
北
労
働
金
庫
と
提
携

し
、勤
労
者
の
生
活
の
安
定
を
目

的
に
低
金
利
で
各
種
資
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。

➊
市
内
に
住
所
を
置
き
、

勤
労
し
て
い
る
➋
申
し
込
み
時

の
年
齢
が
18
歳
以
上
、勤
続
年

数
１
年
以
上
、前
年
の
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
➌
東
北
労
働
金

庫
の
審
査
基
準
を
満
た
せ
る
こ
と

東
北

労
働
金
庫
迫
支
店

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
５
１
１

30
分
〜
午
後
５
時
、18
日（
土
）午

前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
15
分

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学

校（
栗
原
市
）

▼
学
生
の
研
究
発
表
・
作

品
展
示
▼
も
の
づ
く
り
・
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
会

※
18
日（
土
）午
後
１
時
〜
２
時
30

分
に
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す

東
北
職
業
能
力
開

発
大
学
校　

☎
０
２
２
８（
２
２
）２
０
８
２　

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校

や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、在
学

中
に
必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

１
人
当
た
り
３
５
０
万

円
以
内

入
学
金
、授
業
料
、教

科
書
代
、ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金･

家
賃
な
ど

年
１
・
95
％（
固
定
金
利
）

／
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
は
、年

１
・
55
％（
令
和
４
年
12
月
１
日
現

在
）

18
年
以
内

▼
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）０
０
８
６
５
６

▼
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

１月19日（木）～２月16日（木）の期間、総務部総務課
財産係（迫庁舎２階）で交付します

申請書に必要事項を記入の上、次の書類を添付して
持参してください

▶個人＝➊住民票➋印鑑証明書➌本籍地の市町村
長の発行する身分証明書➍身分証（運転免許証、健

康保険証などの写し）➎国、県および市税の納税証
明書／各１通
▶法人＝➊法人登記簿謄本➋代表者の印鑑証明書
➌国、県および市税の納税証明書／各１通
※申込書の配布など詳細は、問い合わせいただく
か、市公式ホームページをご覧ください

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091



編

集

後

記

▼
運
動
不
足
＝
私
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
な
っ
て
か
ら
運
動
し
て
い

ま
せ
ん
。「
な
が
ら
運
動
」を
教

わ
り
実
践
し
て
み
た
ら
、結
構

き
つ
い
け
ど
不
思
議
と
爽
快
感

が
あ
っ
て
気
分
が
ス
ッ
キ
リ
。

い
つ
で
も
簡
単
に
で
き
る
の
で

毎
日
継
続
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。今
度
こ
そ
脱
三
日
坊
主
、

頑
張
り
ま
す
。（
渡
邊
）

▼
夜
の
長
沼
を
と
も
す
キ
ャ
ン

ド
ル
イ
ベ
ン
ト「
燈
火
」。風
車

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
相
ま
っ
た

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
す
っ
か
り

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。一
方
、暗
い

中
で
の
撮
影
で
は
、明
る
さ
や

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
な
ど
の

設
定
に
悪
戦
苦
闘
。カ
メ
ラ
を

も
っ
と
覚
え
な
け
れ
ば
と
改
め

て
痛
感
し
ま
し
た
。（
白
石
）

▼
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
で
飼
育
す
る
、特
定
の
飼
い

主
の
い
な
い
猫
を
地
域
猫
と
い

う
そ
う
で
す
。野
良
猫
を
排
除

す
る
の
で
は
な
く
適
切
に
管

理
。そ
れ
以
上
数
を
増
や
さ
ず
、

一
代
限
り
の
生
を
全
う
さ
せ

る
。野
良
猫
を
減
ら
し
、ト
ラ
ブ

ル
を
な
く
そ
う
と
す
る
取
り
組

み
が
全
国
で
少
し
ず
つ
動
き
始

め
て
い
ま
す
。（
佐
々
木
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　店内で猫と触れあうことができる猫カフェ「ね
こあん」。「主役は保護猫です。猫と同じ空間でくつ
ろぎ、癒やされてほしい」と話すオーナーの千葉さ
ん。元々保護猫を飼っていた千葉さんは、野良猫の
現状を少しでも知ってもらうきっかけづくりとし
て、「カフェで猫たちにも働いてもらおう」と保護
猫が活躍できる猫カフェをオープン。店を営む傍
ら子猫などの里親探しも行い、救える命を一つで
も多く守るための活動に力を注いでいる。
　千葉さんは、野良猫が増えないよう、捕獲して
不妊去勢手術を施し、元いた場所に戻す「TNR活
動」にも協力している。手術済みの証として耳先が
カットされた猫はさくら猫と呼ばれ、こうした活
動は全国でも広がりつつある。

　「猫は繁殖力が強く、生後半年くらいから年に
２、３回、５から8匹の子猫を産みます。野良猫の
不妊去勢手術ができれば、繁殖を抑えて自然に数
を減らすことができます」さくら猫と呼ばれるの
は一代限り。この活動に賛同し、一歩踏み込み、ま
だ１匹のうちに対策を施してくれる人が増えるこ
とを願う。
　「TNR活動の浸透はまだまだこれから」飼い主
がいない猫がいても、それはさくら猫。あそこに捨
て猫がいたよという声が無くなることを目指す。
「迷ったら相談してほしい。目標は殺処分ゼロで
す」と話す千葉さん。「里親さんからの近況報告が
なによりうれしい」と目を細めながら温かく猫た
ちを見つめ続ける。

Profi le
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